
育
英
会
だ
よ
り
ん

一一家一一一一一一一一一一三一一一一一一
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情
も
徐
々
に
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
練
習

は
？
り
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
ば
か
り
な

の
で
嫌
に
な
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
以
上
に
大
会
で
良
い
演
技
が

出
来
た
時
の
感
動
は
大
き
い
で
す
。
シ
ン
ク

ロ
に
は
、
ソ
口
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
、
チ
ー
ム
が
あ
り

私
は
デ
ュ
エ

ッ
ト
と
チ
l
ム
を
泳
い
で
い
ま
す
。

私
の
デ
ュ
エ

ッ
ト
の
パ

ー
ト
ナ
ー
は
同
い
年

の
高
校
三
年
生
で
、
ぺ
ア
を
組
ん
で
今
年
で

私
が
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
を
習
五
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
組
ん
だ
当
初
は

い
始
め
た
の
は
、
小
学
校
四
年
生
の
時
ス
イ
ミ
自
分
の
こ
と
で
精

一
杯
で
し
た
が
今
で
は
今
年
四
月
よ
り
当
育
英
会
に
お
世
話
に

ン
グ
ク
ラ
ブ
の
コ
l
チ
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ

だ
い

ぶ
相
手
の
い
ろ
い
ろ
な
所
が
分
か
る
な

っ
て
い
る
内
津
で
す
。
私
は
三
陸
の
岩
手

A
V

民
ま
つ
り
」
に
参
加
し
て

か
け
で
し
た
。
習

い

始

め

た

ば

か

り

の

頃

様

に

な

り

、

泳

ぎ

や

す

い

で

す

。

四

月

二

県

出

身

で

海

の

厳

し

さ

、

楽

し

さ

を

分

つ

て

は

じ

め

ま

し

て

。

こ

の

度

、

四

月

一

日

付

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

は
、
た
だ
楽
し
い
ば
か
り
で
喜
ん
で
通
っ
て

十
八
日
か
ら
東
京
辰
己
国
際
水
泳
場
で
行
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
当
育
英
会
に
入
り
で
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
に

採

用

と

な

り

ま

実

行

委

員

会

（千
葉
県
漁
連
等
、
県
内
漁

い
ま
し
た
が
、

数
年
た
つ
に
つ
れ
て
そ
の
感
わ
れ
た
日
本
選
手
権
で
も
、
自
分
達
の
納
得
事
故
報
告
書
を
目
の
前
に
し
て
、
改
め
て
海
し
た
高
橋
清
美
で
す
。
こ
の
春
三
月

に

専

門

協

系

統

団

体

）
で
は
、
「
漁
船
海
難
遺
児
募

金
」
と
し
て
、

「チ
ャ
リ
テ
ィ
金
魚
す
く

一一軒
胤
川
崎
四
四
国
川
崎
国
］

お

れ

は

コ

に日
刊
行
日
付
日
訪
れ
r
m
丘町
M
F
肝
れ
u
m
M

ド
れ
し
弓
引
け
U
M
M
M
十時

「第

七

期

育

英

資

金

募

金

」

初

年

度

の

目

標

額

達

成

び
卒
業
記
念
品
代
と
し
て
贈
呈
し
ま
し
た
o

機
関
等
に
配
布
し
ま
し
た
。
④

事

業

の

基

礎

金

を

呼

び

か

け

ま

し

た

。
ま
た
、
本
会
励
ま

二
、
奨
学
金
貸
与
事
業
H
高
校
在
学
生

二二

資
料
と
す
る
と
と
も
に
広
報
活
動
の

一
環

と

し

会

員

で

あ

る

「彦
お
じ
さ
ん
」

も
応
援
に

｜

平

成

七

年

度

第

一

回

理

事

会

・

評

蟻

員

会

開

催

｜

一
名
に
奨
学
金
二
、
三
四
六
万
円
を
、
二
四
し
て
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
年
度
去
る
六
月
一
目
、
愛
知
県
蒲
郡
市

・
蒲
郡
か
け
つ
け
、
募
金
の
呼
び
か
け
を
し
て
下
さ

名
に
入
学
一
時
金
二
四
O
万
円
、
総
額
二
、
の
五
か
年
に
実
施
し
た
海
難
遺
族
の
実
態
調
市
民
会
館
に
お
い
て

「第
四
十
五
回
浅
海
増
い
ま
し
た
o

金
魚
す
く
い
も
子
供
達
に
大
人

五
八
六
万
円
を
貸
与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
査
の
結
果
を
「
漁
船
海
難
遺
族
の
暮
し
と
そ
殖
研
究
発
表
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
海
気
で
、
終
日
賑
わ
い
の
う
ち
幕
を
閉
じ
ま
し

学
等
在
学
生
六
五
名
に
奨
芸
三
、
三
四
四
万
の
環
境
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
公
表
、
ま
早
貝
類
の
養
殖
に
携
わ
る
人
々
が
各
地
か
た
。
こ
の
収
益
金
は
漁
船
海
難
遺
児
の
育
英

長

3
ま
し
た
。

資
金
と
し
て
、
本
会
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
に

円
を
、

一二
名
に
入
学

一
時
金
六
O
O
万
円
、
た
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
平
成
四
年
ま
で

U
は
い
い

1
i
l
i
1
1
11
11
11
1
1
j」
な
っ
て
い
ま
す
。

総
額
三
、
九
四
四
万
円
を
貸
与
し
ま
し
た
。
の
五
か
年
間
に
海
難
に
遭
っ
た
遺
族
及
び
高

司

1川
引
引
日
引
U
討
引
引
」

一
、1
1
1
1
1
11
1
1
1
1
1
1
l
l
j

z、貸
与
金
返
還
額
は
、
高
校
貸
与
金
校
等
一
一
年
在
学
奨
学
生
長
し
て
ア
ン
ケ
l

両

国

峰

崎

直

直

晴

型

大

海
一
環
防
止
の
ポ
ス
タ
ー
棟
一
碕
）

三
、
四
二
一
一
万
一
千
円
、
大
学
等
貸
与
金
は
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

一

去
る
五
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
主

削
引
料
劃
恥
刷
出
船
引
引
引
」
削
州
、り

六
四
O
万
九
千
六
百
円
で
し
た
。

。
寄
付
金
・
補
助
金

一
年
度
第
一
回
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
四
二

募
叶
た
作
品
の
中
か
ら
、
本
年
度
の
海
難
防

三
、
育
英
事
業
推
進
事
業
H
①
前
年
度
に
引
「
第
七
期
募
金
運
動
」
の
初
年
度
に
当
た

一
月
二
十
五
日
締
切
り
の
第

一
回
奨
学
生
出

一
止
を
訴
え
る
ポ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
l

き
続
き

「海
と
子
供
」
を
テ

l
マ
と
し
た
る
本
年
度
の
寄
付
金
は
、
計
画
額
を
上
回
る

一
願
者
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、
幼
稚
園
・
小

一
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

「
第
四
回
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
写
真
コ
一
億
三
、
一
七
七
万
九
千
円
余
、
定
期
的
に

一
学
校

・
中
学
校
在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生
三
一

ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
、
入
選
作
品
は
ポ
ス
ご
寄
付
い
た
だ
い
て
い
る

「励
ま
し
お
じ
さ

一
O
名
、
高
校
等
在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生

一
一

タ
ー
な
ど
本
育
英
事
業
の
紹
介
資
料
等
に
用
ん

・
お
ば
さ
ん
」
三
二

O
会
員
か
ら
寄
せ
ら

一二）
五
名
、
こ
の
う
ち
、
給
与
と
併
せ
て
貸
与

↑

ぃ
、
広
く
配
布
し
ま
し
た
。
②
漁
船
海
難
遺
れ
た
奨
学
資
金
は
、

一
、
七
四

一
万
三
千
円

一
を
希
望
し
た
高
校
奨
学
生
三
一
名
、
大
学
等

一

児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会
・
同
地
方
協
議
余
に
達
し
ま
し
た
。

一
貸
与
奨
学
生
三
二
名
、
合
計

一
九
八
名

（実

一

会
、
漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議
会
及
び
関
係
固
ま
た
、
前
年
度
に
引
き
続
き
例
日
本
船
舶

一
一六
七
名
）
が
新
た
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

千

体
・
企
業
等
の
特
段
の
ご
協
力
を
得
て
、
東
振
興
会
か
ら
学
資
給
与
事
業
及
び
大
学
等
奨

千

こ
の
結
果
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

）

京
都
代
々
木
公
園
に
お
け
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

l

学
金
貸
与
事
業
に
対
し
て
二
、

O
五
五
万

二

と
併
せ
て
、
六
月
末
現
在
の
奨
学
生
数
は
、

一

バ
サ
ー
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
千
円
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

一
別
表
の
と
お
り
、
計

一
、
O
三
七
名
（
実
九

一

等
に
お
い
て
広
報

・
募
金
を
実
施
し
ま
し

ご
一一
O
名）

と
な
り
ま
す
。

十
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「
私
と
シ
ン
ク
ロ
」

塩田

りよだ．必』
::z:i;: 英育

去
る
五
月
十
二
日
、
平
成
七
年
度
第

一
回

理
事
会
及
び
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
事
務

局
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
六
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
育
英
会
は
、
こ
の
十
月
を
も
っ
て
、
設

立
二
十
五
年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
の
間
、
九

千
人
を
超
え
る
遺
児
を
奨
学
生
と
し
て
お
世

話
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
近
年
、
漁
船
や
装

備
の
近
代
化
と
関
係
者
の
ご
努
力
に
よ

っ

て
、
海
難
事
故
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
後
を
絶
た
ず
、
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
平
成
六
年
度
は
、
て

O
五
四

名
の
遺
児
を
お
世
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
長
引
く
不
況
と
厳
し
い
漁
業
環
境
の
中

に
あ
っ
て
、
育
英
事
業
の
基
盤
強
化
を
目
指

す

「第
七
期
漁
船
海
難
遺
児
育
英
資
金
募
金

運
動
」
の
初
年
度
で
あ
る
平
成
六
年
度
は
、

目
標
額

一
億
三
千
万
円
に
対
し
、
実
績
額
は

上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
寄

付
・
募
金
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
各
位
に

、，ノ‘．A 
f
‘、
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望更漁船海難遺児育英会

干101東京都千代田区内神田

2丁目 2番 l号

~ 鎌倉河岸ビ川
II  電話 03(3256)1知
事， FAX03(3256)19町

I 水色の羽楓募金遭動

J尽

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
六
年
度
の
育
英
事
業
は
、
学

資
給
与

・
奨
学
金
貸
与
水
準
の
改
善
を
図

り
、
学
資
給
与
制
度
を
高
校
在
学
生
に
ま
で

拡
大
し
、
滞
り
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
任
期
満
了
に
伴
い
評
議
員
五
O
名

及
び
奨
学
生
選
考
委
員
七
名
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
次
の
三
氏
が
新

任
さ
れ
ま
し
た
ほ
か
は
、
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

西
山
知
範

（附
日
本
海
難
防
止
協
会
専
務
理
事
）

坂
本
義
明

（全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合

会
事
務
局
長
）
、
玉
城
整
（
全
日
本
海
員
組

合
漁
船
部
副
部
長
）

。

事

業

の

概

況

一
、
学
資
給
与
事
業
H
幼
児
か
ら
中
学
生
ま

で
、
及
び
本
年
度
新
た
に
対
象
に
加
え
た
高

校
生
の
奨
学
生
九
八
九
名
に
対
し

一
億
三
、

三
四
三
万
六
千
円
を
給
与
し
、
小
学
校
新
入

生
二一

名
に
対
し
て

一
O
五
万
円
、
中
学
校
新

の
い
（
演
技
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
で
は
私
の
生
活
の
大
半
を
占
め
て
い
る
シ

ン
ク
ロ
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
れ
た
の

は
母
の
カ
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
母
は
ど
ん

な
時
で
も
私
の
シ
ン
ク
ロ
を

一
番
に
考
え
て

く
れ
て
、
早
朝
の
練
習
の
時
も
嫌
な
顔
な
ど

全
く
せ
ず
に
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。
母
は
私

の
一
番
の
理
解
者
で
す
。
そ
の
母
が
最
も
楽

し
み
に
し
て
い
る
の
が
九
月
の
国
体
で
す
。

地
元
福
島
開
催
な
の
で
私
も
去
年
の
成
績

を
L
ム
目
的ノ、

凪
坤
に
肉
民
い
悼
演
仲
奴
いが
日
比
せ
ら
れ
る

様
が
ん
ば
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

私
は
、

ま
だ
ま
だ
シ
ン
ク
ロ
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
大
学
進
学
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
勉
強
と
練

習
と
の
両
立
は
大
変
で
す
が
、
す
べ
て
は
自

分
で
選
ん
だ
こ
と
な
の
で
、
残
り
少
な
い
高

校
生
活
を
何
事
に
も
全
力
で
ぶ
つ
か

っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

． 
． ． ． ． ． 
の
恐
ろ
し
さ
が
実
感
と
し
て
理
解
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
事
故
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

遺
児
達
や
お
母
様
方
が
将
来
に
向
け
明
る
く

懸
命
に
生
き
て
い
く
そ
の
姿
に
感
動
を
し
、

私
も
皆
様
方
の
手
助
け
の

一
端
を
担
う
こ
と

が
出
来
た
こ
と
を
光
栄
に
思

っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
御
指
導
を
頂
き
、

努
力
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

内津邦久

学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
社
会
人

一
年
生

な
の
で
、
失
敗
を
た
く
さ
ん
繰
返
し
て
、
仕

事
を
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。
仕
事
以
外
の
私

は
、
サ

ッ
カ
ー
観
戦
や
テ
ニ
ス
、
パ
ト
ミ
ン

ト
ン
な
と
の
ス
ポ
ー
ツ
系
統
で
遊
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
他
に
友
達
同
志
で
集

っ
て
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
た
く
さ
ん
や
り
ま
す
。
先
日
は
ダ

ム
の
ほ
と
り
で
二
十
人
程
集
ま
り
、

二
0
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
肉
ゃ
、
野
菜
、
ホ
タ
テ
、
ビ
ー

ル
な
ど
を
持
ち
寄
り
、

一
日
中
楽
し
ん
で
思

い
出
も
た
く
さ
ん
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

海
難
遺
児
の
皆
さ
ん
に
は
、
早
い
う
ち
に

大
き
な
悲
し
み
ゃ
、
不
安
を
抱
え
た
分
、
私

に
負
け
な
い
く
ら
い
勉
強
、
ス
ポ
ー
ツ
、
遊

び
を
思
う
存
分
経
験
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ

し
て
、
少
し
で
も
そ
の
お
手
伝
い
が
出
来
れ

ば
い
い
な
ぁ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
相
談
事
や

寂
し
い
人
が
い
た
ら
お
手
紙
く
だ
さ
い
。

待
っ
て
い
ま
す
。
今
後
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

「浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会
」

愛
知
県
蒲
郡
市
で
開
催

高 橋清美

地
4daμ
叶

uZ悼
叫
り

7
9
トム

T
7
な
盆
育
抑
エ
の

τ｝
、
事
J

催
の
全
国
海
苔
員
類
漁
連
の
ご
好
意
に
よ

り
、
愛
知
県
漁
連
と
本
会
職
員
が
会
場
入

口
で
募
金
活
動
を
行
い
、
多
く
の
方
々
の

ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

漁船海難遺児

千

葉

県

水

産

ま

つ

り

遺
児
を
励
ま
す
コ
ー
ナ
ー
を
股
置

六
月
十
日

（土）、

十

一

日

（日
）
の
両

日
、
千
葉
県
の

「幕
張
メ

ッ
セ

．
日
本
コ
ン
ベ

ン
シ

ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
で
、
千

葉
県

「県
民
の

日
」
の
行
事
の

一
つ

で
あ
る

「
わ
く
わ
く
県

「
水
産
ま
つ
り
」

羽根募マ金の水色!! を手の愛

〈か
が
や
く
海

た
だ
し
い
操
船

き
れ
い
な
マ
ナ
l
〉

広
い
海
に
も
狭
い
道

青
い
海
に
も
赤
信
号
〉

〈有
る
ん
で
す
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品加企 7 漁さ石事 マ 業見テ者〔般 船連一集そ付 直れ仁ド悦胃釦1川｜I 丸市〔（予市岡 マ小 業すご会 ／＼ ／＼ 

t・1マ岩業け遠務岩信舞イ連 三地 、、のを平 吉）五 楠見回 。芳員
少し 操船者連岩手組・洋所手用返パ絡月寄付方海難｛吾日漁御芳＋方い宅募『 ・マ 月千葉（横 ）正 川月御芳 名の平成

金会手守手県合ま漁 マ 県基しザ協 分を協遣漁協名主た 嘉造川村檀垣 ］ 市浜佐舜町 〕 名 をお七 く の
県岩県宣 マ す協岩漁金 マ l謹 〕 含〕児連 系 （ にだ年韮E ） 田（ 〉重議議i 申年

の員 そら
漁手漁置 岩延 マ 手業協地収会。み 」 を、銃敬厚い三 哲米 マ 市博横 マ 長 男し四 んい マ
船県場漁手縄岩県共会 益 ｜北ま等励 募称 くた月 ・ 男 内 ）美 浜 、込月 御申 な ナ

協議整業県組 手 i!rj V高金漁 海すでま皇金略お方か御 （（警揮主：奪 ~: 蓄 厚みか 寄し 油こ
会業備協さ 合県海組岩 0 ・船 道 。取す連 ） 礼々ら寄 八愛 邦 室 ） 哲 マ） くをら 断れ

あも・取協 会け マ 旋漁合手岩募 マ）り 地等 （ 申の五 戸媛 マ 久 マ （ い五 付込 がく
旋締会 マ ・岩網船 マ 県手金事釧 股方で長 し御月付 市県大 （ 田小千沖 おた月 』み り な
網事 マ岩ま手組漁共漁 県箱遺路 つ星 雲道 上芳末』 ）関沢越マ市出葉祝 礼だま 事故 いラた
組務岩手す県合業水船 ママ 市た げ名を ま 前皿谷）と県子 申いで の・ イの
合所手県増 沿マ協連保岩宮児漁 分会す府 ま で の 町田市高橋 マ し白（ したの

お奨 の セ
・マ県漁殖岸岩 会岩険手城チ業 で（る県 す掲にお ）（）  松え井千 上会間

礼学
も ン

定共水港協漁手 マ 手組県充ヤ後 、略「の 。げ御ネL マ浦 清野 （ 町葉 げ員に と ス
置友産協 会船県釜県合漁｜リ継 一 称漁漁 、寄 （鮒安 美欣福）県 まの ＼ノ V 

政県務山 マ 上フロ O広県信職員和漁合水産瀬一 マ 共業5泉都2典知婦方な潟京方な茨漁網平五婦 マ 里子 0 工 マ 産田県水 マ 村産部基渡地業水産 漁会協
ー信所崎地金オ県 歌業 マ 戸（聞 返県人協言祭県都協海城協漁潟福連開排周藤奥部町内産回 水金 協業4当z、
漁 マ 博方＠ Iマ 島用 マ 山協但振内兵済 しマ 部 マママ Oづ県職業底商 マ 洋治年求堂漁 マ 水部老 産
長速長義協量ラ地県基手口県 会馬漁輿基海庫 組府 7 地 7 村山式 干 く:lt員鉛曳事地金 マ 記 l泰政三面 マ 町業経課協金方振課 語冷会
崎マ崎マ O媛ム 方 マ 金歌 ママ 漁県＊ 合 マ三 方地井上北根葉り洋会主網・方 マ 中念香宏課陸漁宮土済 ママ 興 ママ
市長県中福県 実協（鮒協山和兵船金業 マ 地 谷協方 県栽町島県北漁 マ 会漁権協 地忠 マ 典 lマ 町連 古木課田宮局釜大

茂崎漁山岡 マ 行。ま会漁県歌庫保 マ 操産兵方明。協 マ 培さ漁 マ 茨業平 マ 業赫。方雄堀返香同 ママ 地7J<v野古水石船
木県業良県地委香す マ 山県険兵業公庫協義三 O武セか協鈴域協潟平船泰山協 マ 合し典漁種大方産久畑市水産産市経済 渡 ｜
漁漁信夫 マ 方員 や和業県漁組庫安害県＠ I重静田 ンな婦木大同漁潟主 マ 形。 三 孝 マ 返港市槌振課慈村土 部 市水産 ー
協船用 マ 地協 会 」／』み 歌非拘港合巴内 全 対漁兵香禦岡忠タ祭人克会組協小会地県宮陸明県し課町町輿 マ 地 マ 同

婦保基共方。 ｜ そ山済船協 マ 協策業庫典 マ 県男｜ マ 部枝実合漁型 マ 方 マ 城港 ｜信マママ 農局釜方振木課岩手 部 マ
人険金水協福ぉ ママ 県組保会（附海会基信県返片 マママ 包 ママ 行 マ 業船平協高県祭香漁唐同岩林水石 水 マ 水課刷

部組協連＠岡魚 ソ地内合院 マ 兵漁 V金用 マ し山地福カ丁地地委主自組揖＠矯 マ 葉興連丹漁手水産地興産久県産 ？ 岩手県栽培
マ合会長長県セヤ方水 マ 組地庫船（附 マ 基兵 マ 幹方井キ連方方員城宮合小茨芳宮行返 ｜強業県産部方局課慈漁課岩泉

旭ママ 崎崎有リコ協面和合方県保兵兵金庫地夫協県祭 マ 協協会の事 マ 型城子城委し創友振林課 マ 振水 マ 市産 業 マ
長県県明市の。漁歌・協栽険庫庫協県方 I＠漁 マ さ＠＠ マ豊 業平底 県 マ 県員 マ 立会興 マ 岩興産普 信

栄食石原崎事 マ 海 売里 山連山向。培組 県県会漁協香 愛協地 か 新東地 か マ 潟曳 マ 情）漁会金四 マ 課業水山手局部代業用大船林町

マ 典蔵 O北返 〔 智会 マ 会部 〔 ろ 児忠リ木i"工ニ マ 博品
山返附静町し五子 マ 青。妥回向島正テ 地 マ 側

都 道 府 県 月リ 奨 学 生 数 口し マ 岡さ マ 月岡・地木一＝ 月 友 県 ｜ イ画方協 地 マ

県 7 地県 か古 〕 方豊 重事郵 〕 会 守 興番 I . 。方協熊魚長崎市
ーな本＠；次県＠v鹿鳥鈴マ

（平成7年6月末現在） 業間協静ま徹北 。協 マママ 茨寿児 返羽木久

給与奨学生 貸与奨学生 平成 7年度第 l回採用者 共正 O岡つ｜海 香山奥全域工島し 一 昌米
蝿名 合計

高世袋三 高世生
合計 済明 島漁 り香 道 川口村国県業県。「員』 郎順恵本（樹

幼児 小学生 中学生 高校生 小計 高校生 大学生等 小針 幼児 小学生 中学生 f桔 与〉 〈町 与3大字生等 組 l根 協 O典 マ 県県寿漁 マ （鮒漁 シ｜子 県 マ
北樺遭 3 35 35 43 116 14 5 19 135 13 2 3 19 合香 県 青 富返 清 県 マ 漁 マ 協那 マ 婦連崎ョ漁 ｜マ 荒木政

膏 森 16 18 21 55 8 3 II 66 8 2 2 12 典 マ 壮山し水 マ 藤青協 地婦人珂湊地 県 l船難海典香地
共返立年県 O瑞原方 ママ 収

岩 手 2 12 20 30 64 9 9 18 82 8 5 19 水し石部マ新貞i恵壮協部市高鹿地益 返8吉
宮 械 2 20 22 20 64 6 3 9 73 5 9 達。弘 マ 中潟 三 子年部 O山連漁 児島協。方金遺し マ

2 3 6 6 
山山義平島県 ｜ ． 絡協 マ 児 マ 松

世 回 口口 ｜安長 マ 香 伏見 連口協婦 ま 姫チ（樹分園
山 ff, 2 2 5 6 事 県 香 J令生山典 合 県 議人 ぐ鹿野 ャ鈴 県武

国 島 2 10 9 16 37 7 8 45 2 G 3 14 

マ 都同 全 保 O市 O合所市 〔 ニ 協。婦人文信和婦人協地務所
現 嫌 3 3 春 マ（ 国徹 千 ） 群 小（） 三、 マ 弘昭 稔漬

栃 木 団側柏漁 （ 葉。馬 名塩。 月一熊部軍洗 ママ マ

千 葉 7 6 6 20 2 2 22 2 孝全市業柏 県埼県 浜釜 城宮 〕 般本 マ 松世位部 l地
二 国 ） 協市 マ 玉 マ 支市 ＠・寄県大 圏 マ 香典方協

’t 京 郎底 マ 同）飯 県 （械部 ） 県青付 マ 村千武保中

神高川 2 4 3 9 10 （ 曳林翌D マ 村 マ 群・ 0マ 森 地 千賀博市山返 マ
文網真 高橋久 二 櫛福水 F圏R 方協鶴子 江 マ 相良し西

新 潟 6 7 8 2 3 
京漁治学 子上長田島産 マ マ 高比 浦夫。村

盲 山 3 4 5 区業連 （ 第校圭（千英 五葉庁葉 V長市新 漁 V長 ア
石 /II 2 10 10 22 3 3 25 4 5 ） 佐市倉 介野 産水夫 V 大山 山 良協浦崎イ

マ 合会 五（田代市（全北チ 字富崎 一婦部 県 子。
掴 井 6 2 3 II 2 13 4 6 

称念 十橋船市 市（ い日区 磨人ソ マ
岬 6 I 17 （）五）所場わ本水セ 三マ部メ 香関 3 8 8 8 27 28 3 7 

寺港 O東期生 マ沢（ き海産 （ マ 重坂 ママ 子久川
曹 知 5 2 8 8 I 

（区 ）大市高市 組員研八 地漁田下山川漁町県
重 2 5 4 12 2 14 港）京 ーマ 久）崎）究戸 方協正口 マ

車 都 2 3 4 

大 阪 2 3 3 
（樹名 世川 マ 市高市〔町市富 マ 支窓奈箱中区区区
（（（区木）橋圭） 周 ）） 山川部会川 （央会 ）））  

兵 庫 3 14 10 10 37 3 3 40 4 3 7 川品大 ） 村。 。月。鹿＠県崎 （（ 県央中 マママ
柏町R 山 9 4 4 17 18 2 3 崎川田 マ か京都東介千葉 〕 鳥立魚市 三 横浜市 マ （上匿 山

区区梶祢 r-, @ ：：取 水 浦 三区港田名崎
島 取 3 4 8 15 2 3 18 3 3 

））） 浦 撃4可禦青 黒 場市支:ZS: ）区 都
島 担 4 '4 8 16 2 3 19 2 ＠＠神奈 マ 富 ~ V V 県 マ産醐〕） 7 〕 美（剛

兵 指幸子谷 一 市村飯 森 マ 浜高（ ママ｜ 初 マ（ 号（同 山 5 2 7 8 庫 （ 区樋） 県 雪国等川榊全北団側）荒 日
It 

‘ 
3 5 2 2 7 

県川 子杉）義 守 久Z量逮喜崎原日里幸富安定 川Z里
山 口 2 5 12 20 39 8 6 14 53 6 3 2 II マ 県 （並マ 明千子山昌子生市）克本海大子 ）区 村油

書 /II 2 3 3 神 マ 板橋区上（野輝雄（ （ 己 産学水（ カ
戸／II ） 田八 野チ雀郡雲：@ r-,員 北 マ 品切

曹 島 2 2 5 9 2 4 6 15 2 4 
市漁魚市場崎区 マ 都美王 回セ児鳥～ 富蕗組 区基漁

I 鰻 4 2 8 14 5 3 8 22 2 2 ）竹 子市（市（ （ 山沢合学部 ）金船（渋（口
マ 内（ ）八 岩滑 県 市三 aa 

高 知 6 9 6 22 3 2 5 27 業協 匿常荒）佳戸 マ一戸市）美川 マ） 崎同 O神金募保険谷川
福 岡 4 4 10 18 6 2 8 26 3 2 6 

福岡県有明海 鹿；潟市崎部子箱 区橋（ 東 （（ 葉市茨市 〔 長合 マ 組間
児県 市場（（）冨杉 京 志習流県）域） 五 冨

佐賀県玄海
島 マ） 藤千 マ 美並都 山 ママ 県♀森同月 元司金肌

佐賀県有明海 県 マ 代（初夫区 マ 市 マ〕 克
2 2 2 7 2 3 10 2 2 

マ 石添川産水沢市田日（）匿野市）高橋石毛高 。業室昌員
Ii 崎 16 15 19 51 4 5 9 60 6 3 10 

言品E場市自協予号室喜Z一空平面君主音号車聖説面面j;_ 
分 2 12 9 14 37 4 5 42 5 2 8 

』

踊 本 .- 克（ 川＠神奈底曳洋区田口飯ケ（（出奇道 児 （
昌西 岡市中崎 ） 都美田村久ン船橋鹿 市島神一旨 崎 8 14 20 43 9 2 II 54 9 6 15 蒲（側組 マ 川工島夫チ マ課戸

空児島 10 8 9 27 6 7 34 2 2 5 露軍量（合 川網木（巴子草型車島岩セ喜芸詰 〕雪
神 縄 2 3 9 4 18 2 3 21 2 4 

吉市 川賞部j品主E二県漁京市 マ（ ． 子（龍 ＠ 
... ι 

市崎 菊マ 業協祢区梶野田部阿奥マ町〔：八彦）大分。鹿
』主計 28 236 266 333 863 107 67 174 I. 037 8 13 9 105 31 32 198 

住奨学金貸与奨学生には、入孝一時金のみの奨学生を含む。
）村）会 地 （）浦市健 田）つ （ 県2
）（け渋マ富＇－.／ - ＠く ）札マ' j' ¥:!'l ~- 。＠新川 い金i募~ 谷石子。郎征男子ば O幌 大県ー吋P 司 ‘ ，.守 E
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